
こんにちは！白木です。 

いつもありがとうございます！ 

 

５月の楽しみといえば、ゴールデ

ンウィーク！年末年始以来の大型

連休は、いかが過ごされますか？ 

 

さて、６月の話をするのは少し気が早いかも知れ

ませんが、６月４日は何の日かご存知ですか？ 

 

６月４日～１０日までの１週間は『歯と口の健康

週間』という記念日になっています！ 

 

もしかすると、６（む）４（し）の語呂にちなん

だ『むし歯予防デー』のほうをご存知という方も

多いかも知れませんね。 

 

昔は、歯の病気と言えば『むし歯』でした。 

 

 

 

 

 

プラークコントロールの基本は、毎日の歯みがき

です。前回に引き続き、一緒に『歯のみがき方』

について復習していきましょう。 

 

今回は具体的な『歯のみがき方』について、特に

『歯ブラシのあて方』のポイントを紹介します。 

 

◆ 歯ブラシのあて方 

 

効率よくプラーク（歯垢）を除去するためには、

的確な歯ブラシのあて方が大切です。 

 

歯ブラシをどんなふうに歯にあてていますか？ 

 

とりあえず適当にあてているとしたら、プラーク

がきちんと落せていないかも知れません。 

 

まず、歯と歯ぐきの境目にブラシをあてることが

非常に重要なポイントです。 

ところが、現代では『むし歯』だけでなく『歯周

病』の方も年代を問わず増えてきています。 

 

そこで、現在は『歯と口の健康週間』という名称

が使われるようになっています。 

 

せっかくの機会ですから、『歯と口の健康』につ

いてあらためて考え、これからも歯とお口の健康

を大切にしていくキッカケになさってください。 

 

しらき歯科クリニックのＬＩＮＥ＠ 

お友だち募集中です♪ 

 

ＬＩＮＥを起動して、メニューの「友だち追加」

で「ＩＤ検索」を選択⇒「@shiraki-dent」と

入力して検索すると、友だち追加できます。 

 

お友だち登録をお待ちしています♪ 

 

 

 

 

 

歯ブラシは、横に細かく動かしましょう！細かく

動かすことで、歯と歯の間もブラシの毛が入りこ

み、プラークを落とせます。 

 

前歯の裏側だけはブラシを横に

動かすのは難しいので、ブラシ

のかかとを使います。 

 

縦にブラシを動かして、みがく 

ようにしましょう。 

 

もうひとつ、注意する部分は 

奥歯のかむ面の溝です。 

 

食べ物をかむので、どうしても汚れがたまりやす

い場所ですから、重点的にみがきましょう。 

 

効率よくプラークを除去できるように、みがくコ

ツを覚えて実践してみてください。 

知っておきたい歯とお口の基礎知識 Ｖｏｌ．５５ 

プラークコントロールって？（５） 

しらき歯科クリニック 

安八町東結４８１－１ ℡.０５８４－６２－６６７７ 

ココ 




